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こ
の
民
間
信
仰
石
造
物
は
、
松
ノ
木
一
丁
目
の
御
堂
の
中
に
祀
ら
れ
て

い
る
。
松
ノ
木
村
落
の
出
入
り
口
に
あ
た
り
、
旧
和
田
村
の
大
宮
八
幡
宮

の
前
か
ら
宮
下
橋
を
渡
り
、
田
端
村
方
面
に
通
じ
る
鎌
倉
街
道
の
道
沿
い

に
位
置
す
る
。

　

御
堂
内
に
は
、
右
か
ら
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
銘
青
面
金
剛
立
像
、

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
銘
青
面
金
剛
立
像
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

銘
青
面
金
剛
立
像
の
順
で
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

右
端
の
貞
享
二
年
銘
青
面
金
剛
立
像
は
笠
付
角
柱
型
浮
彫
で
、
路
傍
に

あ
る
庚
申
塔
で
は
区
内
で
四
番
目
に
古
い
も
の
で
あ
り
、
保
存
状
態
も
よ

い
。
当
時
、
江
戸
中
心
部
で
は
駒
型
の
庚
申
塔
が
流
行
し
て
い
た
が
、
武

蔵
野
を
含
め
た
西
部
に
お
い
て
庚
申
塔
の
出
現
及
び
流
行
の
伝
播
は
遅

く
、
笠
付
型
の
庚
申
塔
が
流
行
し
て
い
た
。
正
面
の
三
猿
の
岩
座
の
下
に

は
講
員
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
描
か
れ

た
和
田
村
の
絵
図
を
み
る
と
同
一
の
名
前
を
数
名
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

中
央
の
明
治
二
十
九
年
銘
青
面
金
剛
立
像
は
尖
頭
角
柱
型
線
彫
で
、
左

側
面
に
願
主
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
二
つ
の
塔
に
比
べ
て

制
作
時
期
は
新
し
い
も
の
の
、
風
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。

　

左
端
の
享
保
五
年
銘
青
面
金
剛
立
像
は
舟
形
浮
彫
で
、
村
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
の
は
こ
の
一
基
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
享
二
年
銘
の
青
面
金
剛

像
と
同
様
に
三
猿
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
石
造
物
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
松
ノ

木
の
講
の
活
動
を
示
し
、
村
の
情
勢
を
物
語
っ
て
い
る
。
昔
の
講
の
形

は
無
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
も
近
隣
の
住
民
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
た
保
存
会
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
現
代
社
会
に
お
け
る
新
し
い

民
間
信
仰
の
形
態
を
知
る
資
料
と
し
て
も
、
大
変
貴
重
な
文
化
財
で
あ

る
。
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